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「
バ
ン
ザ
ー
イ
」。

10
月
28
日
、
等

級
結
果
が
発
表
さ
れ
る
た
び

に
、会
場
か
ら
上
が
る
歓
声
。

誇
ら
し
く
掲
げ
ら
れ
た
「
日

本
一
宮
崎
牛
」
の
の
ぼ
り
。

　

長
崎
県
佐
世
保
市
で
10
月

25
日
か
ら
29
日
の
５
日
間
、

第
10
回
全
国
和
牛
能
力
共
進

会
が
開
催
さ
れ
、
宮
崎
県
は

９
部
門
中
５
部
門
で
首
席
を

獲
得
。
宮
崎
牛
は
、
日
本
一

の
称
号
に
輝
き
ま
し
た
。
畜

産
の
ま
ち
小
林
市
か
ら
は
、

県
の
代
表
28
頭
の
う
ち
10
頭

が
出
場
。
出
品
牛
で
最
も
評

価
が
高
い
牛
に
送
ら
れ
る
内

閣
総
理
大
臣
賞
に
、
小
林
市

の
３
頭
を
含
む
第
７
区
が
選

ば
れ
る
な
ど
、
宮
崎
牛
の
一

大
産
地
と
し
て
、
小
林
市
の

畜
産
技
術
の
高
さ
や
、
農
家

の
熱
心
な
取
り
組
み
の
成
果

を
最
高
の
形
で
証
明
し
ま
し

た
。

　小林市は畜産業、特に和牛の生産や肥育が盛んです。身近な
ところに和牛農家があり、牛肉が食卓にのぼるなど、和牛は私
たちの生活に深く関わってきました。しかし、近年では口蹄疫
や飼料の高騰などさまざまなことが要因で、和牛農家は厳しい
経営を強いられています。それに伴う後継者不足も深刻な状況
があります。
　そこに差した大きな光。それが、全国和牛能力共進会におけ
る宮崎牛連続日本一の知らせでした。みんなが喜んだこの偉業。
畜産が基幹産業である小林市で、大きく好転できる機会となっ
たのではないでしょうか。そこで、今回は、郷土の誇りとなっ
た和牛について知り、これからの畜産を考えます。

宮崎牛

日
本
一
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下
しもむら

村 豊
ゆたか

 さん／たかとみ６

橋
はしみつ

満裕
ゆ う じ

治 さん／ふくさかえ

自分の牛でありながら、県代表の牛を預かっている気がするほ
ど重責を感じました。さまざまな支援をもらい、本番にはいい
状態で臨めたと思います。それだけに、結果には悔しい気持ち
もあります。一方で、出場できたことで、多くの仲間ができ、
とてもいい経験となりました。

interview
経験とともに、多くの仲間を育んだ

今
いまむら

村鉄
て つ お

男 さん／ 88 うしわかまる

私は、３大会連続の出場。過去の２回はいずれも２席で、今度
こそはと２年前から取り組んできました。結果は、２席でした
が、力は出し切れましたし、悔いはありません。私の誇りは、
自分のところで生まれた牛を育てあげ、出品してきたこと。今
後も日本一に恥じない自分らしい牛をつくるよう頑張ります。

interview
これからも日本一に恥じない牛をつくる

多くの人に支えてもらい、感謝の気持ちでいっぱいです。ＪＡ
や市の技術員の人に毎日のように早朝、牛の運動や調教などを
してもらいました。また、遠い長崎まで送り出してくれた家族
にも感謝です。これからも、購買者に好まれるようないい牛を
育てられるよう頑張ります。

interviewew
多くの人に支えてもらい感謝

第５区は和牛改良の基盤となる繁殖雌牛集団の斉一化を図り、改良成果の確認と
技術の向上を目的とした出品区。成雌牛４頭を１群として出品されます。出品牛
は、産肉能力と繁殖能力について、一定以上の水準が求められます。

第５区（繁殖雌牛群、４頭一組）
優等２席と特別賞（生産局長賞）を受賞

和
牛
産
地
の
誇
り
を
か

け
て
、
和
牛
改
良
の

成
果
を
競
う
、
全
国
和
牛
能
力

共
進
会
（
以
下
「
全
共
」）。
５

年
に
一
度
開
か
れ
る
こ
と
か
ら

「
和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と

も
呼
ば
れ
ま
す
。
宮
崎
県
は
前

回
初
め
て
日
本
一
に
な
り
、
今

回
の
目
標
は
連
覇
。
大
会
に
臨

む
に
あ
た
り
掲
げ
た
テ
ー
マ
は

「
感
謝
・
復
興
・
前
進
」
で
し
た
。

多
く
の
牛
が
殺
処
分
さ
れ
た
口

蹄
疫
か
ら
２
年
。
た
く
さ
ん
の

支
援
に
対
す
る
感
謝
を
胸
に
口

蹄
疫
か
ら
の
復
興
を
示
し
、
さ

ら
に
前
へ
進
む
こ
と
を
誓
っ
た

も
の
で
す
。今
回
の
日
本
一
は
、

全
国
へ
向
け
た
大
き
な
ア
ピ
ー

ル
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
共
ま
で
に
は
、
西
諸
の
予

選
や
、
３
か
月
に
お
よ
ぶ
県
予

選
が
あ
り
、
種
牛
、
肉
牛
両
部

門
合
わ
せ
て
３
３
１
頭
の
中
か

ら
県
代
表
が
28
頭
選
び
抜
か
れ

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
10
頭
が
小

林
市
か
ら
出
場
。
た
く
さ
ん
の

期
待
と
注
目
を
浴
び
、
連
覇
と

い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
で
、

快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
日
本
一
に
貢
献
し

た
９
人
の
和
牛
農
家
の
声
を
紹

介
し
ま
す
。

第 10 回全国和牛能力共進会

受賞パレードで歓声に応える齋藤さん

全国和牛能力共進会　牛と肉の良さはこうやって決まる！Pick up

筋間脂肪 皮下脂肪

ロース芯

オレイン酸 肉量

脂肪を構成する成分で肉
のうま味成分ともいわれ
る。今回から審査項目に

枝肉にした際に、その
重量が大きいほど良い

面積が大きい
ほど良い

薄いほど良い
薄いほど良い

１
２

３

５ ６

BMS
脂肪交雑（サシ）基準。
きめ細やかなサシがすきま
なく入っているのが高評価

４

体長
１

顔
６

毛
５

体下線
３

体上線
２

肩から尻までの長さ。
長いほど良い

背中のライン。真っすぐで、
体下線と平行な線が理想的

お腹のライン
細くやわらかく密生し
ているほど良い。黒く
てわずかに褐色を帯び
ているのが理想的

額が平らでその
面積が広いほど
美しいとされる

深み
４

牛の背中から腹ま
での長さ。長いほ
ど良い。

坐骨幅
全ての幅が広いほど良い

栄養度
９ 太り具合。やせから肥

満までの９段階で評価
し、普通の６が理想的

７

腰角幅

肩幅
胸幅

骨身８肋幅
10

骨が細く、腱が太いのが理想的

後ろから見たときに、
はみ出ているお腹の
出っ張り。張りがあり
ふっくらが理想的

全ての代表牛が最高の状態で長崎大会に出品でき
たことに満足しています。このことは、出品者や
関係スタッフの尽力の賜物です。さらに、県代表
を目指して高いレベルで県内の競争ができたこと
も日本一の大きな原動力となりました。代表の座
を競った農家の皆さんや、サポートした関係者の
皆さんに感謝します。

interviewee

宮崎県支部

長
ながとも

友明
あきひろ

博 業務部長

公益社団法人
全国和牛登録協会

レベルの高い県内の競争が原動力。
代表の座を競った農家や関係者のおかげ

interview

テーマは「感謝・復興・前進」
上／緊張の審査に臨む５区代表
右／特別賞を受賞した表彰式

宮崎牛

日
本
一

畜産王国の序
プロローグ

章

宮崎牛

日
本
一



６

interview

interview

interview

第８区（若雄後代検定牛群、３頭一組）

　

長
崎
県
で
の
全
共
会
場

で
、
人
目
も
は
ば
か
ら
ず
両

手
を
掲
げ
、
涙
を
流
し
喜
び

を
表
現
す
る
男
た
ち
。
彼
ら

は
、
Ｊ
Ａ
や
市
の
畜
産
技
術

員
な
ど
の
関
係
者
だ
。
日
本

一
と
な
る
こ
と
を
信
じ
、
農

家
を
サ
ポ
ー
ト
し
続
け
て
き

た
。

　

連
覇
が
至
上
命
題
だ
っ
た

今
回
、
Ｊ
Ａ
や
市
の
技
術
員

は
、
代
表
の
候
補
牛
が
い
る

農
家
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
。
５

月
か
ら
毎
朝
５
時
30
分
に
畜

舎
を
訪
れ
、
牛
の
運
動
や
調

教
、
洗
い
な
ど
を
手
伝
い
な

が
ら
、
き
め
細
や
か
な
指
導

を
行
っ
て
き
た
。
５
区
で
出

場
し
た
下
村
豊
さ
ん
は
「
自

分
が
大
変
な
と
き
も
、
毎
朝

必
ず
来
て
、
運
動
な
ど
を
率

先
し
て
や
っ
て
く
れ
た
。
同

じ
目
標
に
向
か
っ
て
や
れ
て

い
た
の
で
、
信
頼
関
係
も
築

け
た
」
と
話
す
。
第
７
区
の

中
別
府
秀
雪
さ
ん
も
「
こ
の

結
果
は
自
分
一
人
の
も
の
で

は
な
い
。
首
席
が
決
ま
っ
た

と
き
は
、
自
分
の
こ
と
の
よ

う
に
涙
を
流
し
て
喜
ん
で
く

れ
た
。
牛
を
こ
こ
ま
で
仕
上

げ
る
の
は
一
人
で
は
と
て
も

で
き
な
か
っ
た
」
と
感
謝
の

言
葉
を
口
に
す
る
。

　

こ
う
い
っ
た
市
や
Ｊ
Ａ
の

取
り
組
み
は
10
年
前
の
岐
阜

全
共
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
前
回
の
日
本
一
、
今

回
の
連
覇
と
そ
の
成
果
は
着

実
に
出
て
い
る
。「
宮
崎
牛

を
、
小
林
市
の
牛
を
日
本
一

に
」
と
い
う
彼
ら
の
熱
意
が

な
け
れ
ば
、
今
回
の
快
挙
は

な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

日本一に挑んだ出品者を支えた男たちPick up

森
も り た

田直
な お や

也 さん／まりあ

中
な か べ っ ぷ

別府秀
ひでゆき

雪 さん／ももか

出場するまでの半年間、お世話になった人たちにありがとうと
伝えたいです。初めての出場で２頭出品し、特に２区では緊張
しました。しかし、２席で悔しかった。一方で、内閣総理大臣
賞の受賞が決まったときは、多くの人が自分のことのように喜
んでくれて、嬉しかったです。

　　多くの人が喜んでくれて嬉しかった

齋
さいとう

藤國
くにあき

章 さん／こはね２

今回の全共は、自分の和牛人生の集大成でした。結果が発表さ
れた時は、期待に応えられた安堵感とともに喜びがあふれまし
た。今は、夢が叶い、最高の賞までもらって達成感でいっぱい。
これからは、小林市の基幹産業である畜産を担う若い人たちを
応援したいです。

和牛人生の集大成に最高賞を獲得し感動

首席に決まり、周りを見渡したとき、宮崎県関係者ではない人
まで拍手を送っているのが目に入りました。口蹄疫からの復興
を喜んでくれているようで、感謝の気持ちが強くなり、頭を下
げ続けたのを思い出します。長崎に行っている間、牛を世話し
てくれた家族に感謝です。

多くの拍手に強く持った感謝の気持ち

第 7 区
（総合評価群、７頭１組）

第７区は種牛能力と産肉能力を総合評価する出品区です。
地域の改良の中核を担う種雄牛の産子を展示し、各地区の
改良成果を確認。種牛群と肉牛群合わせた７頭で１群とし
て出品されます。

優等首席、斉一性賞と大会中抜
群の評価で内閣総理大臣賞獲得

平
ひ ら の

野文
ふみひろ

宏 さん／龍福

県代表の候補に選ばれて全共に出たいという思いが強くなり、出場できて
良かったです。県内の畜産のトップレベルの人たちとも知り合えました。
この経験を生かし、さらに上を目指したいと思います。

育んだ人脈と経験を生かし上を目指したい

( 有 ) 馬場牧場　馬
ば ば

場幸
こうせい

成 さん／福助

市をあげてサポートしてもらいありがたいという気持ちです。そういった
点で、他の県より恵まれていると感じました。結果、優等に入り良かった
です。

他県より恵まれた多くのサポートに感謝

中
なかくぼ

窪勝
かつひこ

彦 さん／貴花

前回日本一というプレッシャーがあり、連覇に貢献できるか不安でしたが、
優等を獲得できたので良かったと思います。今後の目標は日本一。経営は
厳しいですが、この経験を生かしていきたいです。

この経験を生かし、日本一に臨みたい

次の世代を担う能力の高い種雄牛の発掘と、現場後代検定の
普及促進を狙った出品区。去勢肥育牛３頭を一群として出品。

肥育農家３人が優等５席に入選

interview

interview

interview

上／首席を獲り、応援席へ「１番」を合図する第７区代表の４人
左／最高の結果に互いをねぎらい祝福の握手を交わす

肉牛の部の結果を確認する多くの関係者

下村さんから口癖の言葉「毎日おつかれ、ごくろうさん」と声をかけられると、
毎日のように通った市職員の迫

さ こ ま

間杉
す ぎ た ろ う

太郎さんは満面の笑みを浮かべて応える

宮崎牛

日
本
一

宮崎牛

日
本
一

畜産王国の序
プロローグ

章
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一流の流儀
今回の全共に２頭を出品し、第２区は優等２
席、第７区では首席を獲得。近年の共進会で
抜群の実績を誇る一流の牛飼いを追った。

真
方
在
住
の
森
田
直
也

さ
ん
は
、
52
頭
の
牛

を
飼
う
和
牛
繁
殖
農
家
。
今
回

の
全
共
に
２
頭
の
出
品
を
果
た

し
ま
し
た
。
昨
年
は
県
の
グ
ラ

ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
得
す

る
な
ど
抜
群
の
実
績
を
誇
り
ま

す
。
そ
し
て
、
今
回
の
全
共
で

は
、
種
牛
４
頭
が
選
ば
れ
る
第

７
区
で
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受

賞
し
日
本
一
と
な
り
ま
し
た
。

紫
色
の
メ
ダ
ル
に
憧
れ
て

　

森
田
さ
ん
は
、
幼
い
頃
か
ら

牛
の
世
話
を
手
伝
う
な
ど
、
牛

が
大
好
き
。
小
規
模
な
が
ら
情

熱
を
か
け
て
牛
を
育
て
る
祖
父

の
背
中
を
見
て
育
ち
ま
し
た
。

負
け
ず
嫌
い
の
祖
父
は
、
品
評

会
で
な
か
な
か
勝
て
な
い
中
で

優
等
を
獲
得
す
る
と
、
地
域
の

人
を
集
め
て
お
祝
い
を
し
て
い

た
そ
う
で
す
。
森
田
さ
ん
は
、

子
ど
も
な
が
ら
に
、
優
等
に

な
っ
た
牛
の
首
に
輝
く
紫
色
の

メ
ダ
ル
に
憧
れ
て
い
ま
し
た
。

小
学
５
年
生
の
頃
、
和
牛
農
家

を
営
む
親
戚
の
家
に
行
っ
た
と

き
、
一
頭
の
牛
に
魅
了
さ
れ
ま

す
。
そ
の
牛
が
次
の
セ
リ
に
出

る
こ
と
を
聞
き
、
祖
父
に
頼
み

込
ん
で
購
入
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
れ
以
降
、
欠
か
さ
ず
世

話
や
運
動
を
続
け
品
評
会
に
出

品
。
そ
れ
が
な
ん
と
優
等
賞
を

獲
得
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
う

れ
し
さ
は
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

祖
父
譲
り
の
負
け
ん
気

　

26
歳
で
祖
父
か
ら
継
ぎ
、
繁

殖
農
家
と
な
っ
た
森
田
さ
ん
。

「
い
い
牛
を
つ
く
ら
な
い
と
い

い
値
で
買
っ
て
も
ら
え
な
い
。

品
評
会
や
共
進
会
は
自
分
の
名

を
売
る
場
」と
考
え
て
い
ま
す
。

早
速
、
そ
の
年
か
ら
品
評
会
に

出
品
も
結
果
は
２
等
。
思
わ
ぬ

惨
敗
に
「
頑
張
っ
て
も
、
首
席

で
な
い
と
」
と
祖
父
譲
り
の
負

け
ん
気
が
、
森
田
さ
ん
を
駆
り

立
て
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
牛

を
買
う
際
の
選
び
方
を
変
え
た

そ
う
で
す
。
そ
の
基
準
を
聴
く

牛
が
大
好
き
な
少
年
は
、

や
が
て
一
流
の
牛
飼
い
に
な
っ
た

和牛界若手の旗頭　森田直也さん

と
「
自
分
の
え
さ
の
や
り
方
に

合
っ
た
牛
。
将
来
、
品
の
あ
る

牛
に
な
る
だ
ろ
う
と
予
想
で
き

る
。で
も
最
後
は
自
分
の
感
覚
」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
森
田

さ
ん
の
牛
へ
の
こ
だ
わ
り
は

「
品
」。
体
の
美
し
さ
、
毛
並
や

形
な
ど
、
自
分
が
理
想
と
す
る

牛
に
育
て
よ
う
と
情
熱
を
傾
け

て
い
ま
す
。

心
配
が
尽
き
な
か
っ
た
口
蹄
疫

　

そ
う
し
て
牛
を
育
て
て
き
た

森
田
さ
ん
で
す
が
、
口
蹄
疫
に

つ
い
て
聴
く
と
そ
の
表
情
が
曇

り
ま
す
。「
あ
の
時
は
競
り
が

な
く
、
収
入
が
な
い
中
で
、
餌

は
与
え
な
い
と
い
け
な
い
。
経

営
的
に
と
て
も
苦
し
い
状
況

だ
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

そ
し
て
、
冷
や
汗
を
か
き
、
夜

も
眠
れ
な
か
っ
た
日
々
の
こ
と

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

口
蹄
疫
発
生
前
の
県
内
の
セ

リ
で
、
森
田
さ
ん
は
一
頭
の
牛

を
購
入
。
そ
の
後
、
口
蹄
疫
発

生
の
ニ
ュ
ー
ス
に
大
変
な
こ
と

が
起
き
た
と
思
っ
た
そ
う
で

す
。
し
か
し
、
も
っ
と
大
変
な

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
森
田
さ

ん
が
先
日
購
入
し
た
牛
の
生
産

地
で
口
蹄
疫
が
発
生
。「
あ
の

と
き
は
本
当
に
慌
て
ま
し
た
」。

毎
日
そ
の
牛
を
観
察
し
ま
す
。

外
出
も
で
き
ず
、
精
神
的
に
参

る
日
々
。
ま
た
、
昼
夜
を
問
わ

ず
消
毒
作
業
を
行
う
多
く
の
人

に
感
謝
の
気
持
ち
と
、
畜
産
農

家
の
た
め
に
、
い
ろ
ん
な
人
に

迷
惑
を
か
け
た
の
で
は
と
い
う

思
い
が
交
錯
。
心
配
し
て
い
た

牛
は
発
症
も
な
く
杞
憂
に
終
わ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
子
牛

の
価
格
な
ど
、
心
配
は
尽
き
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。

日
本
一
へ
の
挑
戦

　

森
田
さ
ん
は
、
全
共
を
見
据

え
、
今
年
２
月
の
セ
リ
で
候
補

と
な
る
牛
を
購
入
。
自
分
の
目

を
信
じ
た
も
の
を
競
り
落
と
し

ま
し
た
。そ
れ
か
ら
約
半
年
間
、

毎
朝
５
時
30
分
か
ら
牛
を
運
動

さ
せ
、
人
間
用
の
シ
ャ
ン
プ
ー

で
洗
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
。
Ｊ
Ａ

や
市
の
技
術
員
の
手
伝
い
を
も

ら
い
な
が
ら
続
け
ま
し
た
。

　

牛
の
性
格
は
個
体
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
。
繊
細
で
臆
病
な
生

き
物
で
す
。
人
や
物
音
に
は
敏

感
で
、
何
か
の
拍
子
に
飛
び
上

が
っ
て
け
が
を
し
た
り
、
環
境

が
変
わ
る
と
、
体
調
を
崩
す
こ

と
も
。
そ
こ
で
、
森
田
さ
ん
は

人
に
慣
れ
さ
せ
る
た
め
、
時
間

が
あ
れ
ば
、
牛
の
寝
食
に
付
き

添
う
そ
う
で
す
。
言
葉
を
か
け

る
で
も
な
く
、
じ
っ
と
見
つ
め

ま
す
。
そ
う
し
て
堂
々
と
し
た

牛
に
育
て
上
げ
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、全
共
で
も
長
距
離
移
動
、

環
境
の
変
化
と
人
の
多
さ
に
動

じ
る
こ
と
な
く
、
平
然
と
餌
を

食
べ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　

そ
し
て
迎
え
た
全
共
本
番
。

自
身
も
初
め
て
の
晴
れ
舞
台

で
、
一
頭
で
出
場
し
た
第
２
区

で
優
等
２
席
、
団
体
の
第
７
区

で
日
本
一
に
輝
き
ま
し
た
。
こ

こ
に
来
る
ま
で
に
手
伝
い
共
に

戦
っ
て
く
れ
た
仲
間
が
、
涙
を

流
し
て
喜
ん
で
い
る
顔
が
見
え

ま
す
。
満
面
の
笑
み
で
拍
手
を

送
る
応
援
団
が
見
え
ま
す
。
森

田
さ
ん
は
、
少
し
照
れ
く
さ
そ

う
に
下
を
向
き
な
が
ら
、
期
待

に
応
え
ら
れ
た
安
堵
感
と
、
支

え
て
く
れ
た
人
た
ち
へ
の
感
謝

の
思
い
を
か
み
し
め
ま
し
た
。

　

全
日
程
を
終
え
た
29
日
、
小

林
市
に
凱
旋
。
時
間
は
夜
の
11

時
過
ぎ
で
し
た
。
代
表
団
を
乗

せ
た
バ
ス
が
小
林
家
畜
市
場
に

入
り
ま
す
。
次
の
瞬
間
、
快
挙

を
祝
お
う
と
集
ま
っ
た
多
く
の

人
が
見
え
ま
し
た
。「
た
く
さ

ん
出
迎
え
で
、
み
ん
な
に
期
待

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
改
め
て
実

感
し
ま
し
た
」
と
当
時
の
感
動

を
語
り
ま
す
。

次
の
目
標
へ
向
か
っ
て

　

全
共
が
終
わ
り
、
い
つ
も
通

り
牛
舎
で
仕
事
に
精
を
出
す
森

田
さ
ん
。「
今
回
の
結
果
で
、

宮
崎
牛
を
買
い
た
い
と
い
う
人

が
増
え
て
セ
リ
値
に
反
映
さ

れ
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
人

へ
の
恩
返
し
に
な
れ
ば
」
と
、

今
後
に
期
待
を
寄
せ
ま
す
。
そ

し
て
「
次
は
単
品
で
出
場
で
き

る
２
区
、
３
区
で
日
本
一
に
挑

戦
し
た
い
」
と
抱
負
。
牛
に
向

け
る
優
し
く
鋭
い
眼
差
し
は
、

５
年
後
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

第２区で優等２席を獲得した「みゆき」と引き手を務めた
直也さんの弟正

まさあき

明さん

内閣総理大臣賞受賞が決定し、大歓声の
中パレードをする森田さん

宮崎牛

日
本
一

畜産王国の序
プロローグ
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平
成
22
年
4
月
に
発
生

し
た
口
蹄
疫
。
ま
た
た

く
間
に
感
染
は
広
が
り
、
小
林

市
の
周
囲
で
も
感
染
を
確
認
。

一
部
地
域
が
移
動
制
限
区
域
に

か
か
る
な
ど
、
い
つ
口
蹄
疫
の

ウ
イ
ル
ス
が
侵
入
し
て
も
お
か

し
く
な
い
状
況
に
置
か
れ
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、
ど
う
に
か
小

林
市
を
守
ろ
う
と
昼
夜
を
問
わ

ず
行
わ
れ
た
防
疫
作
業
は
、
行

政
や
Ｊ
Ａ
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
機
関
だ
け
で
は
な
く
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
参
加
。
ま
た
、
イ

ベ
ン
ト
の
中
止
、
店
舗
な
ど
多

く
の
人
が
行
き
交
う
施
設
で
の

消
毒
マ
ッ
ト
の
設
置
、
車
へ
の

消
毒
な
ど
、
市
民
一
丸
と
な
っ

て
防
疫
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
市
内
で
の
発
生
は

な
く
、
畜
産
の
ま
ち
小
林
市
は

守
ら
れ
た
の
で
す
。

みんなで守った誇り

口
蹄
疫
で
の
多
大
な
犠

牲
と
引
き
換
え
に
私

た
ち
は
防
疫
の
重
要
性
を
学
び

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
風

化
さ
せ
る
こ
と
な
く
防
疫
意
識

を
高
く
持
ち
続
け
る
こ
と
は
難

し
い
も
の
で
す
。

義
援
金
を
活
用
し
巡
回
消
毒

　

そ
こ
で
、牛
農
家
を
対
象
に
、

巡
回
消
毒
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。
消
毒
の
有
用
性
を
実

感
し
て
も
ら
い
、
定
期
的
な
消

毒
を
習
慣
に
し
て
も
ら
う
の
が

狙
い
で
す
。
ま
た
、
消
毒
は
、

口
蹄
疫
だ
け
で
は
な
く
、
他
の

伝
染
病
や
病
原
菌
に
も
有
効
な

の
で
、
畜
舎
環
境
が
改
善
し
、

病
気
が
減
る
こ
と
で
牛
の
生
産

性
の
向
上
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
か
か
る
費
用

は
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

義
援
金
が
充
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
回
の
全
共
に
お
け
る
県

の
テ
ー
マ
は
「
感
謝
・
復
興
・

前
進
」。
全
国
か
ら
の
支
援
を
、

防
疫
に
使
い
、
畜
産
の
復
興
と

２年前の口蹄疫防疫作業に
ボランティアで参加

口蹄疫の発生を知った時、大変なこと
が起こったと思いました。そして、小
林市の畜産のことが心配になり、何と
か力になれないかと、消毒作業に参加
することを決めました。所属するみん
なが快く協力してくれ、毎日各社一人
ずつ出てくれました。いろいろなこと
がありましたが、宮崎牛が日本一に
なって、農家の皆さんの頑張りの凄さ
を感じましたし、嬉しかったです。今
後も、ちょっとした消毒などにも協力
できたらと思います。

interview

（ 左 か ら ） 会 計 山
やまなか

中 浩
ひ ろ し

史 さ ん、
入
い り さ

佐市
い ち お

男会長、　川
か わ の

野篤
あつひろ

宏副会長

12 の建設業者で構成する
ボランティア団体　十

じゅうごにちかい

五日会

口蹄疫で定期演奏会を中止

私たちは、練習の成果を披露する場と
して、毎年６月に定期演奏会を開催し
ます。２年前の口蹄疫のときは、合同
練習を自粛し、演奏会を中止しました。
感染を拡大させず、一刻も早い終息に
貢献できればと、みんなで決めました。
ですから、宮崎牛が日本一となったこ
とは、自分のことのように嬉しかった
ですし、誇りに思います。

interview

吉
よ し だ

田穂
ほ づ み

摘さん　森
もりやま

山拓
たくろう

郎 さん　

小林市民吹奏楽団

前
進
に
役
立
て
よ
う
と
、
取
り

組
み
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

消
毒
サ
ー
ビ
ス
は
、
西
諸
地

域
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
に

委
託
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
理
由

は
、
牛
の
扱
い
に
慣
れ
て
い
る

こ
と
や
、
口
蹄
疫
が
発
生
し
た

期
間
に
、
消
毒
ポ
イ
ン
ト
で
の

活
動
実
績
が
あ
る
こ
と
。
平
成

23
年
度
は
２
５
４
戸
、
今
年
度

も
９
月
ま
で
に
６
３
５
戸
で
実

施
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
各
農
家
の
防
疫
に

対
す
る
取
り
組
み
の
確
認
を
行

い
な
が
ら
、
巡
回
消
毒
業
務
の

さ
ら
な
る
普
及
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

口蹄疫があったこともあり、消毒には気を付
けていますが、畜舎全体を消毒することは、

一人ではとてもできません。畜舎の衛生も保たれますし、今回の
消毒サービスを受けてとても良かったと思います。これからも定
期的に頼みたいと思いました。

interview

森
もりおか

岡一
か ず お

男 さん

消毒サービスを体験した

これからも定期的に頼みたい

伝
染
病
か
ら
家
畜
を
守
れ
！

小
林
市
の
消
毒
サ
ー
ビ
ス

右・下／畜舎に石灰や薬剤を散布し、消毒を
行う様子

１消毒ポイントでは行きかう車に消毒液
を吹きかける２ラジコンヘリで消毒薬を
噴霧３交通量の多い道路では消毒マット
を設置４通行止めになった道５消毒に協
力を呼びかける看板６夜を徹して消毒は
行われた

口蹄疫侵入を阻止せよ
小林市の周辺自治体で次々と発生した口蹄疫。絶体絶命の状
況の中、市民一丸となった防疫が展開された。

１2

4

3

5

6
Pick up

宮崎牛

日
本
一
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購
買
者
が
鋭
い
視
線
を

送
る
先
に
、
ず
ら
り

と
並
ん
だ
子
牛
が
競
り
会
場
に

次
々
と
引
か
れ
て
入
っ
て
き
ま

す
。
す
る
と
、
電
光
掲
示
板
に

表
示
さ
れ
た
競
り
値
が
瞬
く
間

に
上
昇
。
価
格
が
決
ま
る
と
退

場
し
、次
の
牛
が
入
場
し
ま
す
。

　

こ
の
２
日
間
の
競
り
に
出
品

さ
れ
た
子
牛
は
、
西
諸
地
域
か

ら
全
部
で
１
２
１
１
頭
。
注
目

さ
れ
た
平
均
価
格
は
、
雌
が

39
万
１
５
８
８
円
、
去
勢
が

46
万
９
４
７
３
円
で
、
全
体
平

均
が
43
万
１
７
５
８
円
。
前
回

と
比
較
す
る
と
２
万
８
０
９
８

円
高
く
な
り
ま
し
た
。
出
品
し

た
子
牛
生
産
農
家
に
と
っ
て

は
、
宮
崎
牛
日
本
一
の
好
影
響

が
出
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

県
内
７
市
場
を
回
り
、
農
家

に
代
わ
っ
て
牛
を
購
入
し
て
い

る
Ｊ
Ａ
全
農
の
井い
が
き垣
辰た

つ
お夫
さ
ん

は
「
宮
崎
牛
の
購
買
者
の
う
ち

お
よ
そ
６
割
は
県
外
。
宮
崎
県

は
、
和
牛
へ
の
熱
意
と
技
術
が

高
く
、
肉
質
を
重
視
し
て
改
良

を
重
ね
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

県
外
の
購
買
者
は
、
こ
こ
で
し

か
買
え
な
い
牛
を
求
め
て
い

る
」と
宮
崎
牛
を
分
析
。
ま
た
、

「
小
林
地
域
家
畜
市
場
に
出
る

牛
は
、
日
齢
に
応
じ
た
発
育
が

県
内
で
一
番
そ
ろ
っ
て
い
る
。

平
均
し
て
レ
ベ
ル
が
高
い
」
と

西
諸
の
牛
を
評
価
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

今
回
行
わ
れ
た
子
牛
競
り

で
、
取
引
さ
れ
た
金
額
は
総
額

で
約
５
億
２
千
万
円
。
非
常
に

大
き
な
金
額
が
動
く
だ
け
に
、

地
域
経
済
に
与
え
る
影
響
は
大

き
く
、
今
後
の
子
牛
価
格
の
動

向
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

日本一。その後・・・
11 月 12 日と 13 日、宮崎牛が連続日本一を獲得した後、小林地域家畜市場で
は初めての子牛競り市が開催された。競り会場は、出品する農家と県内外から訪
れた購買者などが集まり、熱気が溢れていた。

私は宮崎県で子牛競り市が開催されるたびに訪れます。一つの競りで
購入する頭数は約 50 頭から１００頭。私が宮崎県で子牛を買う理由
は、肉質の良さです。これは、他県にはないほど、和牛に対して熱心
に取り組んだ成果だと思います。このことは、農家の姿勢からも感じ
ますし、行政も一生懸命だと感じます。２年前には口蹄疫がありまし
たが、私はきっと復活すると信じていました。30 年来宮崎に通って
いるので、さまざまな人と知り合え、また来たいと思える地域です。

interview

代表取締役社長
中
なかむら

村俊
しゅんろく

六さん

佐賀県で約２０００頭
を肥育する
有限会社　中村牧場

肉質が良い市場であり、「また来たい」と思える地域

時
の
利
、
地
の
利
、
人
の
利
が
あ
る
西
諸

今
後
は
全
て
の
和
牛
の
レ
ベ
ル
向
上
を

畜
連
に
聴
く
今
後
の
畜
産

―
今
回
の
全
共
を
振
り
返
っ
て

　

宮
崎
県
、
特
に
西
諸
が
全
共

で
素
晴
ら
し
い
成
績
を
あ
げ
た

背
景
に
は
、「
時
の
利
、地
の
利
、

人
の
利
」
が
あ
っ
た
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

　

時
の
利
と
は
、
優
秀
な
種

牛
が
い
た
こ
と
。
口
蹄
疫
の

影
響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

美み
ほ
の
く
に

穂
国
、
勝か

つ
ひ
ら
ま
さ

平
正
や
天

て
ん
し
ょ
う
ふ
じ

奨
藤
な

ど
の
種
牛
が
素
晴
ら
し
い
結
果

を
出
し
ま
し
た
。地
の
利
と
は
、

地
域
の
土
壌
が
火
山
灰
質
で
飼

料
作
物
を
作
る
畑
作
に
向
い
て

お
り
、
畜
産
が
発
展
し
た
こ
と

で
す
。
人
の
利
と
は
、
団
結
し

た
人
の
取
り
組
み
が
あ
っ
た
こ

と
。
宮
崎
牛
の
連
続
日
本
一

は
、
農
家
は
も
ち
ろ
ん
行
政
や

Ｊ
Ａ
な
ど
県
内
の
関
係
機
関
が

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
の
成

果
で
す
。
具
体
的
に
は
、
全
共

の
大
舞
台
で
も
動
じ
ず
普
段
通

り
に
力
が
発
揮
で
き
る
人
材
の

育
成
、
そ
の
人
材
が
携
わ
る
代

　11 月６日、牛と豚の枝肉成績を
競う第８回県肉畜共進会があり、肉
牛枝肉の部で薗田誠さんがグランド
チャンピオンに輝きました。110
頭が出品された同部は、肉質等級の
最高ランク５等級の割合が 62. ７
㌫と高い数値を占める大接戦。薗田

さんは「私も長崎まで応援に行った
が、良い影響を受けられたと思う。
支えてくれた家族に感謝。今後は、
出す肉全てがＡ５
等級を出せるよう
頑張りたい」と喜
びを語りました。

県肉畜共進会で薗
そ の だ

田誠
まこと

さんがグランドチャンピオン

interview

西諸県郡市畜産販売
農業協同組合連合会
参事　谷

た に の き

之木信
のぶひろ

弘さん

表
牛
づ
く
り
、
そ
の
応
援
体
制

で
す
。
そ
こ
で
、
繁
殖
農
家
へ

は
、
導
入
後
か
ら
共
進
会
当
日

ま
で
主
に
若
い
技
術
員
が
派
遣

さ
れ
、
毎
日
指
導
や
意
見
交
換

を
実
施
。
肥
育
農
家
へ
は
、
枝

肉
成
績
の
高
い
農
家
に
、
西
諸

の
優
秀
な
母
牛
か
ら
の
指
定
交

配
産
子
を
委
ね
て
、
高
い
技
術

力
で
育
て
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
回
の
経
験
を
積
む
こ
と
で
、

彼
ら
と
農
家
と
の
つ
な
が
り
を

強
く
し
、農
家
の
思
い
を
感
じ
、

こ
れ
か
ら
の
畜
産
技
術
の
中
心

と
し
て
、
と
て
も
成
長
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

―
全
共
後
の
競
り
で
子
牛
価
格

が
上
が
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

　

最
近
、
３
等
級
と
４
等
級
の

枝
肉
価
格
が
上
が
っ
て
い
る
こ

と
が
要
因
だ
と
考
え
ま
す
。
ま

た
、
全
共
は
大
き
な
ア
ピ
ー
ル

と
な
り
ま
し
た
。
肉
質
の
良
さ

が
証
明
さ
れ
、
宮
崎
牛
の
知
名

度
は
一
層
高
ま
り
ま
し
た
。
今

後
も
、
こ
の
効
果
が
続
く
と
い

い
と
思
い
ま
す
。

―
今
後
の
課
題
は

　

西
諸
地
域
に
は
約
２
万
頭
の

母
牛
が
飼
養
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
い
か
に
維
持
し
て
い
く

か
が
課
題
で
す
。
し
か
し
、
農

家
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が

深
刻
化
。
県
内
を
は
じ
め
全
国

か
ら
需
要
が
あ
る
中
で
、
こ
の

数
を
維
持
し
な
い
と
競
り
市
に

出
る
子
牛
が
減
少
。
市
場
と
し

て
の
魅
力
を
減
ら
し
て
し
ま

い
、
安
定
し
た
価
格
が
望
め
な

く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
こ
の
課
題
解
決
は

急
務
と
い
え
ま
す
。

　

全
共
に
出
場
し
た
の
は
西
諸

か
ら
12
頭
で
す
が
、
管
内
２
万

頭
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
、
質
の
高

い
牛
を
作
る
こ
と
が
大
切
。
そ

の
た
め
に
は
、
質
が
高
く
ば
ら

つ
き
の
少
な
い
種
牛
を
作
る
必

要
が
あ
り
、
現
在
、
関
係
機
関

で
西
諸
産
の
種
雄
牛
を
造
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
結
果
は
、
西
諸
の
和

牛
を
売
り
込
む
チ
ャ
ン
ス
。
消

費
拡
大
へ
行
政
と
Ｊ
Ａ
な
ど
が

ま
と
ま
っ
て
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Pick up 

interview

１

２

３

１立ち見までいっぱいと
なった競り会場２競りの
順番を待つ子牛３子牛の
価格が表示される電光掲
示板に注目集まる

宮崎牛

日
本
一
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今
回
の
全
共
を
振
り
返
っ
て

　

ま
ず
は
、
快
挙
を
成
し
遂
げ

て
く
れ
た
出
品
者
の
皆
さ
ん
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。そ
し
て
、

そ
れ
を
支
え
た
関
係
者
の
皆
さ

ん
に
も
感
謝
し
ま
す
。
長
崎
の

会
場
は
、
小
林
か
ら
の
大
応
援

団
の
熱
気
も
あ
り
、
す
ば
ら
し

い
雰
囲
気
で
し
た
。

地
域
の
誇
り
を
守
っ
た

　

２
年
前
の
口
蹄
疫
で
は
、
市

を
あ
げ
て
防
疫
に
取
り
組
み
、

小
林
市
で
の
発
生
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
後
も
、
地
域
の

誇
り
で
あ
る
畜
産
を
守
っ
て
い

く
た
め
に
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

畜
産
の
ま
ち
小
林
の
こ
れ
か
ら

は
私
た
ち
に
託
さ
れ
た

　

今
回
の
快
挙
ま
で
に
は
、
多

く
の
先
人
た
ち
の
苦
労
と
努
力

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組

み
が
、
今
回
実
を
結
ん
だ
も
の

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

今
後
、
こ
の
果
実
を
生
か
し
て

い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
の
役
割

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

肉
を
消
費
地
に
売
り
込
む
必
要

　

今
回
の
和
牛
日
本
一
は
、
口

蹄
疫
や
新
燃
岳
の
噴
火
で
冷
え

切
っ
た
地
域
経
済
を
活
性
化
す

る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

全
共
後
の
子
牛
競
り
で
は
、

価
格
が
上
が
り
、
効
果
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
肥

育
農
家
は
、
枝
肉
価
格
が
上

が
っ
て
い
か
な
い
と
経
営
的
に

も
苦
し
い
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
消
費
拡
大
が
重
要
。
こ
れ
か

ら
は
大
消
費
地
に
、
売
り
込
む

方
法
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
研
究

し
、
加
工
に
よ
り
付
加
価
値
の

創
造
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
模
索
し
ま
す
。

協
働
で
小
林
産
の
農
畜
産
物
を

活
性
化
し
た
い

　

全
共
で
宮
崎
牛
の
知
名
度
は

高
ま
る
一
方
で
す
。
そ
の
一
大

産
地
で
あ
る
小
林
市
に
は
、
た

く
さ
ん
の
安
心
で
安
全
な
農
畜

産
物
が
あ
り
ま
す
。
11
月
23
日

の
農
畜
産
ま
つ
り
で
は
、
宮
崎

牛
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
農

畜
産
物
の
振
る
舞
い
や
格
安
販

売
を
行
い
ま
し
た
。
身
近
な
魅

力
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
た
と

思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、和
牛
と
合
わ
せ
て
、

農
畜
産
物
も
ア
ピ
ー
ル
で
き
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
料
理

の
レ
シ
ピ
や
加
工
品
の
製
品
化

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ

ら
を
協
働
に
よ
り
、
ア
イ
デ
ィ

ア
を
出
し
合
っ
て
取
り
組
め

ば
、
よ
り
良
い
方
策
を
展
開
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

日本一の和牛を生かしたまちづくり、
課題、取り組み、展望とは

日
本
一
は
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
果
実

ど
う
生
か
す
か
は
私
た
ち
に
託
さ
れ
た

市
長
に
聴
く

interview

小林市長　肥
ひ ご

後正
まさひろ

弘

interview

宮
崎
牛
の
連
続
日
本
一

に
は
、
出
品
を
競
っ
た

農
家
や
そ
れ
を
支
え
た
関
係
者

の
熱
意
と
努
力
の
成
果
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

和
牛
の
産
地
に
暮
ら
す
私
た

ち
は
、
和
牛
に
触
れ
、
そ
の
温

か
さ
に
驚
い
た
り
、
宮
崎
牛
の

と
ろ
け
る
よ
う
な
お
い
し
さ
で

笑
顔
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
は

ず
で
す
。
私
た
ち
に
と
っ
て
、

和
牛
は
身
近
な
家
畜
。
２
年
前

の
口
蹄
疫
か
ら
、
多
く
の
関
係

者
が
昼
夜
を
問
わ
ず
消
毒
を
行

い
、私
た
ち
が
協
力
し
た
の
は
、

市
の
宝
で
あ
る
畜
産
を
守
り
た

か
っ
た
か
ら
。
だ
か
ら
こ
そ
、

今
回
の
喜
び
を
多
く
の
人
が
共

有
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

史
上
初
の
連
覇
が
付
加
価
値

と
な
り
、
宮
崎
牛
が
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
宮
崎

牛
を
育
て
る
農
家
の
努
力
は
も

ち
ろ
ん
、
口
蹄
疫
で
の
私
た
ち

の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
宮
崎
牛
日

本
一
と
い
う
も
の
を
ど
う
活
用

で
き
る
か
。
み
ん
な
で
共
に
考

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
畜
産
王

国
、
小
林
市
の
こ
れ
か
ら
を
。

触れて、食べて笑顔になれる
身近な和牛は日本一

みんなで考え、つくり、育てたい
畜産王国、小林市のこれからを

宮崎牛

日
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